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第１回あいづぱんげ
今で

『いにしえ街道』マラソン大会
　　　逼迫慶多SaλがrぱIんげ路jに隻う

　裁１一座L･づぱjuijr1･にしえ街道』７うリン大曲は10貝１４日1日1－下小塚粒前を

・タート・コ･,IL･にll裁き11まＬた.

　・ＳＩで図●ｉ・マiljン１●審畠狗・コー２ともに･に．－７｣♭．●加僥l門●・詮Ｌ

て闇仙した大●lごは�｢肖拠1･ら・恚・！とＵａｇ１３裴・3ゝf－il畠飴しまｕた．

　すがすかLL･睦痙のもと．広ＱとＬたコース１一朗�一1･らｓﾛ●代ま･e・5ンｆ－が窮

¶l:こ1･け檀lづｉしたa

　大曲－個営|こご一個･ご協力害-いただ'ｌｉＬた一個.奢ａ●き＆|ご屠く・11審申しまljま首．

今次●血＆麗麗ＳｈたJi･學１・ｌ年産●・・童子ｓ劃laも|ごＩＭＩ

新しいコ 叉に最初に足を踏み入れるランナ たちI己念すべき第１回大会､最初のスタ

最後の力を振り咬ってゴ ルを目指す､ちびっ子ランナーたちがんぱれ||

スーバーマルゴ俳優ィ'yストラクター･菊池家人先生と

　脳を刺激しながら糸桜里の湯を目指します

緊張の瞬間I「
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I一一jli�一し．鵬習を●ねてきました．
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み
ん
な
で

　
『
ご
み
ゼ
ロ
ぱ
ん
げ
』
を

　
　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う
Ｉ
・

　
７
月
□
日
か
ら
９
月
ｎ
日
ま

で
、
叙
行
政
区
延
べ
一
回
説
明

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
説

明
会
の
席
上
で
は
、
町
民
の
一

様
か
ら
様
々
な
Ｉ
』
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
と
集
約
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

　
今
回
の
説
明
会
て
は
、
有
料
化

だ
け
Ｃ
な
ぺ
ご
み
全
般
、
分
別

そ
し
て
地
球
温
暖
化
な
ど
数
多
く

の
意
見
・
鈍
間
が
あ
り
、
ご
み
問

掴
に
つ
い
て
、
現
在
だ
け
Ｃ
な
く

将
来
ま
で
真
剣
に
考
瓦
る
艮
い
芦
‐
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
て
し
ょ

・
つ
か
。

　ＩＳ４Å

　ｌｇ４Å

　１６ＳＡ

Ｉ，９６フÅ

川西地区

劃朋会出席者巷

ｌ纒下旭区Ｉ ＳＥ

八幡地区

----

高寺地区

合計
Ｓ

西Ξ地Ｅ

一
金上地区

一
広瀬地区

　・●畠ｓ一滴状況li.1,117Åでした｡！剛一・りでｊ分

ａｌｓ包帯ａ方参ａ嘱きlllたこと1ごなLJiす｡，

　
説
明
会
冥
施
時
に
よ
り
多
く
の

こ
奪
竟
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
次
ペ
ー
ジ
に

わ
た
り
お
知
り
セ
し
Ｉ
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
総
数
は
『

１
、
７
９
ａ
人
。

　
男
女
別
て
は
男
性
祁
％
、
女
性

む
・
５
％
、
無
回
答
捕
・
５
％
で

し
た
。

　
年
代
別
で
は
、
割
合
の
多
か
っ

た
一
に
印
度
代
３
ヽ
２
％
、
邸
席

代
９
・
７
％
、
司
歳
代
釦
・
５

％
、
萄
現
代
陥
・
５
％
と
な
り
ま

し
た
。

'¶皿
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　10.SSI

　　lall

　l□.311

どちらかと

い凡ぱ反対

　　341

アンケート紬搦

Ｉ・・ｉａ一・（

19,0SI

　71SI

43,□一｜

　４Ｓ２；

]４．ＱＳＩ

　Slal　481

17.all 26.gｓ

　　　　797

　　　41.S％

ごみ有料化をどう思いますか？　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

「
賛
成
」
、
「
と
ち
ら
か
と
い
・
λ
ぱ

持
戒
」
合
わ
ぴ
る
と
羽
・
３
％
で

「
反
対
」
、
「
と
ち
ら
か
と
い
・
疋
ぱ

反
対
」
の
超
・
ｏ
％
を
１
・
３
％

上
回
り
ま
し
た
。

　
「
わ
か
ら
な
い
」
、
「
無
回
答
」
‘

が
□
・
７
％
と
多
か
っ
た
今
が
特

徴
的
で
し
た
。

　
集
約
し
た
結
果
、
賛
成
・
反
対

を
問
わ
ず
「
広
域
全
体
で
実
施
し

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
会
津
若

松
市
が
実
施
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
」
と
い
っ
た
意
見
と
「
野

焼
き
や
不
法
投
棄
の
増
加
が
心
配

さ
れ
る
。
」
の
意
見
が
圧
倒
的
に

多
い
意
見
で
し
た
。

童男の集約

　●み一歯＆・il･ただt･だご童･４１●●

　　　　１壁塵・●鮒■ね嘸l･1

　11【一広・で一掬●Ｌａｌ廿れ･'凰哺s'aL･I特|こ.

　　mしhttp://www.

ｌ金地・l!で宦抽する・Ｓ‐掴だ'.

　a･ ●●S・不適詮幽一一加ＳｊａＳａれa，

　a･ 凛計が翁Ｌ４Ｑａ．

　＠ｌ・傭・が掬L'。

　a・ム･s用ｇご・鑓ｇ重一lcつＬ･７．畠錯

　　‐ｓ踏掬畠dこも劃諮曾べ塵だ。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
実
を
み
て
み

ま
す
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
・
疋
ば
反

対
」
の
理
由
と
し
て
、
広
域
全
体

で
冥
施
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

と
い
う
理
由
が
多
く
、
有
料
化
と

い
う
施
策
自
体
が
反
対
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
伺
・
疋
ま
す
。

ま
た
、
実
施
内
容
に
つ
い
て
も

様
々
な
意
見
が
昴
り
ま
し
た
。
例

え
ば
指
足
袋
の
値
段
に
つ
い
て
、

オ
ム
ツ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
、

基
金
の
明
確
化
、
行
政
区
へ
の
報

奨
金
支
給
な
ど
で
す
。

　
今
暁
『
み
な
さ
ま
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
修
正
し
、
町
吹
竟

物
減
一
等
推
進
一
議
会
に
諮
っ
て

い
き
た
い
と
考
凡
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
尭

　
会
津
坂
下
町
役
場

　
生
活
峰
戸
籍
環
境
班
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町税のうち町民税は増えたものの、

状況が綸いています．

され厳しい
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慢
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れ
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『
イ
コ
ー
ル
バ
ー
ト
ナ
ー
ノ
ッ
ブ
｀

と
は
『
男
女
か
お
互
い
を
辱
杢
し
つ
つ

対
等
召
関
係
に
あ
る
協
力
表
と
し
ｒ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
自
身
が
体
調
を
萌
し
、

一
ケ
月
半
ほ
ど
入
院
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
″
ノ
に

気
つ
い
た
と
お
っ
し
ゃ
る
山
内
あ
け
み

さ
ん
に
石
話
を
伺
い
ま
し
た
。

山
内
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
家
族
に

と
っ
て
ど
の
よ
』
っ
な
存
在
の
方
で
す

か
？

　
「
男
は
家
の
大
黒
柱
」
と
い
っ
辱
脆

び
我
家
に
は
あ
っ
て
『
夫
か
家
族
の
中

で
丘
週
後
を
Ｄ
フ
て
生
活
を
し
て
き
た

　
山
内
あ
け
み
さ
ん
〔
羽
林
〕

Ｏ

と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
夫
の
承
諾
を
得
て

決
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
決

し
て
亭
主
関
白
で
Ｇ
な
い
で
７
よ
。
大

変
『
マ
メ
』
な
人
で
す
か
ら
、
家
事
な

ど
も
と
て
も
協
力
的
で
７
．

イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
気
づ

か
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　
私
が
体
調
を
崩
し
一
か
月
半
ほ
ど
入

院
し
ま
し
た
。

　
年
老
い
た
母
も
い
ま
す
し
、
い
ろ
い

ろ
心
配
し
ま
し
た
が
、
夫
と
司
、
そ
れ

に
思
子
も
協
力
し
あ
っ
て
、
農
作
莱
と

家
事
を
な
ん
と
か
こ
な
し
た
よ
・
つ
で

７
．
さ
ぞ
、
忙
し
か
っ
た
は
す
の
夫
は

一
日
も
休
ま
ず
私
を
見
輛
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
気
持
ち
の
上
で
も
随
分
と
支
え

に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
、
央
は
か
け
が
・
λ
の
な
い
イ
コ
ー
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ジ
ブ
で
あ
る
と
際
。
じ
ま

し
た
。
お
互
い
が
自
然
に
「
あ
り
か
と

つ
一
き
・
い
Ｉ
一
八
る
存
在
で
し
た
。
夫
も
同

‐
ｉ
’
い
ｃ
而
っ
た
と
思
い
ま
す
。

イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
考
え

を
お
圖
か
せ
下
さ
い
。

　
ま
Ｉ
は
石
互
い
か
垢
手
を
ｉ
り
や

り
、
大
切
一
に
思
‐
つ
気
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
Ｉ
ジ
か
？
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ

斥

て
、
共
に
支
え
あ
・
λ
た
ら
い
い
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。

　
お
互
い
。
が
共
に
い
き
い
さ
と
生
き
ら

れ
る
関
係
び
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

ソ
ッ
プ
だ
と
思
い
ホ
す
。

山
内
さ
ん
に
と
っ
て
の
『
自
分
ら
し
く

生
き
る
』
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す

か
？

ｊ

で
は
な
く
、
自
分
の
気
時
ち
に
素
直
に

生
き
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
イ
ン
タ
ピ
ュ
ア
ー
の
感
想

　
現
実
を
受
け
と
め
、
家
事
も
仕
事
も

共
有
し
、
お
互
い
を
思
い
や
り
、
上
手

に
菓
り
越
・
λ
で
い
る
と
括
さ
れ
た
山
内

さ
ん
。

　
家
族
の
中
で
個
を
認
め
あ
う
こ
と

は
、
社
会
の
φ
で
一
人
一
人
を
尊
堡
し

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
た
め
の
基
と

な
る
に
滴
い
な
い
と
感
じ
た
イ
ン
タ

ヒ
ュ
ー
で
し
た
。

　
明
る
く
荊
向
き
な
姿
勢
に
共
鳴
を
覚

‐
λ
、
私
自
身
マ
ン
ネ
リ
に
な
っ
て
い
た

家
族
・
夫
と
の
関
係
に
「
新
し
い
風
」

を
吹
き
込
ん
で
も
ら
え
た
、
そ
ん
な
時

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
個
性
を
認
め
あ
・
汲
る
支
敵
な
パ
ー
ト

ナ
ー
、
宗
教
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

　
（
男
女
共
同
参
画
推
進
会
晴

　
　
　
委
員
酒
井
ク
ミ
子
）

－
　
　
―

●ミニ知温ﾐ脅児一介匯休業法》

倣さながら子y‘もを肖こたり、刄旅

のQ膠を行うな勣迦り職業生､iとｇ

庭気泡の両立を支援する注伝。

労働老けｎ児り家族の介蹟のため､こ

一ｔ期間休穿ｕ、両ひ瞰－Iこ屑れる

ｕとか他溥IIと。こ認めbれた。また、

寿児休解七介哩休嘱の９出や取得に

よる珊珊その他の不利益な取り扱い

を栞止している。ｉ児休業も介嘆休

業も、本人の申し出|こより男女を

９りず取樗できる。　｜

皿･



‰．

絡植したntごなか9出会う機会が硲い宵、

　　　素敵9方と出会える扉を／、クしてみ参せんか？

町ては各地区に８名の略笏相談員を委嘸しています。

結婚相談晨は、桔疸相子をお世ｌするアドハイザーCi。

悍二ご‰,圭,!･
この塵、錨歯相一員・遇一|こよLjSI目のカ･gツJしが員痙しＩＬた．=

ｌ二大よ1J.・びａｊ･ッセーりＩＬ'ただＳＳＬＩのでｰ．ご軸介いたＬｉ首．

一

一

お二Å1･らぬ盲ぴのｊｓセージ

　．　�巷より・　　･‥．　　・愈咎より・
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　4S－･･酬＼･・･f.･5,･l･IZj･･j"11.11嘸.,･・,la.;,･.，･･一一･,･IS一一l,･･一一iS喊

　●i･･sll･－i髄･･軸一一jl･･jiil刺'.｡i,,.,･;,.,..．.･,..,･・..･･一一,･･

　砥●I，l･jj･1=.2･S4･･.&a111jgllSjJ11j..　flj●1111･･●1a･Lljl.･lll,.･●●●11a･･鋼ll･i

　lf,』一一s吽ll1･･z=U゛I｀'i･6'l'j.dS･ lj..1,...j｡l,i.1●.･.h●g.･.,.,1･f,･,･
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　　哨ａ,･貨.一声l昆z1,･蒙,.･塞ま・l一一1

　　111.11｀.il!11i籾,･fl・,111jf.

牽結婚相談については、場所及ひ時間等、専門の相談員か誠意を持って対応いたしまり。

　もちろんブライパソーは敵守いたします。お気軽にお電話《ださい。

　　　　　　　　　　　　　担当ふれ悪いプランナー飯塚漬子

　　　　　　　　　　　　　電話麗麗委員会軍務吻（８４－ｌｂ３４;



十七ご]

齢者医療制度を目指して

二回ヘハノソ7廬貼の方の医鮪度が大きく変ります!

壇人偏僣制度から機鰯寞�瘤厘・SII度へ

　早盛２ロ雌４１か邑珊右の老人●僣・・か唾・塞・嗇●塵・老へ窟・ａため．７ｓ臨

・１ｓ塞髪奢笏ａ貪|處．この捷一座闘嘸●臨制度でｉ塵を植け石こalこなｕます．機・

--・●･・へＳ加入後ｔ今業で加入窟れていた町の�・億底値鐘飢お●め奎の

値‐俑闘駱ａ皺偏飴●で|盧なくなIUます．

運ｌｓ聖像lil槽鳥●槍・高齢奢�●広域追白1

　こｇ・度li・・値で．揚幽●てｓ－闘将が加λしＩ塵臨機・高齢●闘傭広域●舎か・

憾－傭とalU官・･･＆迦握して右いｌｆ．

植偏瞳・となる方li

　壷７ｓ道溢｝自・ｇ７ｓ座ａ・聖Ｂから】

　金６１農IL174龍以下の方で－te着座の昧響を

　　蜜するÅ（広舗道き自習童を畳けたｓから1

医療機関で医療を受けるときは

　庶域適合で交付する舗佃瞳●雙檻・・してくだ自い．�歯撞‐でｇ歯Å飴●lil●

IS檀越別櫛嘸liS棚】と尨IUIす．

仰瞳糾|･ｊ

　●ＳＳ・舎幽で1盧．傭機・・は・●IIとして均一です．

　・ ７ｓ●!一ｌａ障害ａ畠る宮liSS塵】・・ｓ窓かそれぞれ鮪めａこと1こぬIUIす.

　・傭鵬刺li一塁・■g均笏捌）１鳶錐劃害｛崩梢害la自警に尨IUます.

　・店塁棚機と「盧．一個噛●１ＡＤとIUに均笏に鳥扱していただく●です．盧だ．�

　●劃●11盧．機個機奢ａ篤宦封●膠槽1�別掲●機一害植鮑機）「こ個●刹節を●じ

　て椿たーです.

　●憧瞳剌節．・‐�度●li.権畠ｌ害旛畠�奢函Ｓ�・追白が畠價でｌめるごとに

　ａりてt1ます．

匯瞳料ｇ餉め方は

　厦・１して．一●かｅ・引自によ･U鵬・てt･吏だ●ます．

　　年●童鮑●　　　　　●賄馴Ｓ鮪めカ

　年嘸ｌｓ万Ｒｇｔ　年●●ら天ll● 1桐別一一】

　卵●１自涜Ｒ息Ｓ　ロ節槽替や鯖荷害dごよIUldご・めまｔ!●追●Ｓ】

　　　　　ご不明ａ・が畠り癩Ｌた６、・�い自わ廿くたきい。

　　l●い●ね曽曼一節鎧下駒勧堰生Ｓ�偏瞳匍●一●鯖一一IS11】

皿ly



まちの話題
みなさんの活耀を紹介します

笠

れあいﾏｰﾄ開催

,

こご,｡

搦前回･でと変わLJます!|

阻
日玉

丿
一ZI

●一席ホヱり５フト

●喝●午S;｣11同一・午

●鵬鮑Å髪pC名

讐●l･I陽１Å|一円

●申む儡み・●い自ね竹島

●Ｓ鐘７町席工●

¶111S－11●

｢通学路急ぐな

　走るなひろがるな｣

交通安全李Ｉ標語コンクール

　会,i吸i地区交通安全協会坂下

分会|こぶる交通安全学里同語コノ

クールの汲恥式が９月28日殿下

小学校で行われました。

　コンクールには，坂F小学校の

全校児里?交通安全に閔7る覆語

を応募し審査の結果，０厚生の

lj岡あすかさんの作品|過常詰

呑《な歪るなひろがるなjか舒

優秀賞|こ逗ぱれ・した，

四

▼１学年山内乙女

　rじこふせ《

　むのゆとりゆず･Jあい。

▼２学年渡朗滉太

　｢らnt･いな

　･,|,こ「,し哨んli《の町｣

▼3学年阿部光咲季

　｢自転車も

　蜀と同じ交通ルール｣

｜甲4学年大竹旱平

　L写汲み,｡な刀集・れ|ぱ

　交通ルルの肖確認｣

▼５学年太田拓也

　｢回転虫も

LIこS酋jド34dいjl

迪幽・　｜

｜､゛び出りり

大串・陥ひとつだけ」

｀-

｢おじいちゃん･おばあちゃん

　交通事故に気をつけてね｣

若宮小学校鼓笛隊
-一一

交通安全・地域安全

　　　鼓笛隊パレード

　坂下小学校・若お小掌校ぬ児堡

|こよる交通安全・咆策安全聚笛鯨

ハレートが10月12日、ラ１ヴァン

?Ｓ７迄,.|㎜

a草怪Sllg.･･j｣･孝一i檻･,㎜-－ふ=■.-㎜･
童1111.●il咽・加置１・安壹

・●．疸・蝕下略・ｌ・飽●・自

●．畠�儡圀・が槌llむ．・理由

，�きんへ吏週・ｔと●Ｓ里慟蚕力

｜・い●●でIUI'li・Lた．

Ｉ ･･■Ｊ･＝■■　　㎜･-■ふー＝㎜■㎜鰐－からは、子どもたぢの累爾

らしし滴奏に大さな拍手ひ送りれ

ふした。
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まちの話題
みなさんの活躍を紹介します

谷Sy
〈一中怒テーマ〉

みんなと出溝えてすへて|虞始まる

　～笑顔で心をつなげよう～

　IC貝llS－lllIIZI･li7－申搦

'IIll9141Ll.

　脅年ｶ･ら｢一中細｣に一一－窟

ｌ宣化●・I｣こｊ－７｣し。■仙ゐ

前Ｓら●個座●一7liLJz。

　lgStla―申攬ｇｐｌ一鵬ねた

銅１●●ｌ下●鷹･に軸�

　la胃ＩＳＣ火11:.●量●,●●7●

S●加all●ユ4‘－21こ「国難礁

Ｓなでしご」1.11ﾛ鳶昏植鮑し・

した．

　こS･･!J.1うコ《むま国道・

ｻ･－ﾄ●|瞳|こ習す晶自塵嘸」|こ

alj.●下２子一ｇ．ゝ道り壱●

ろｉ●｛我薦・ゆゐ・ａんj.曲

Ｓ恵一撞････．曲淵S7･S

健豊l鐘ＳＬＳＩＬａｔａで曾.

　SSla.守弓1●Sjﾝjl一で

・i.●･･豺･趙・ぴ偏7ji･李

徨a･･・生謐国憧きんと．●・

鴫ｓ●員駒国老が嚇llむまＬた．

　寿一a健脚11守ろi●a・きん

SiL咄す．　　　　　　　　｜

　今年１月Iこ発足し瓦会､甲’－イ

スが、10月゛3、14E･､郡ｉ両恥ど

て開催された日蚕少年野球速囮

畝２回帝］ﾋ支部大会に出場しま

した。

　会､1ボーイスとしr初の公式戦

出場と刄リｉしy､か、サヨナワ勝

ちをするなど勢いにのり、準優蜀

といっ快挙を成し遂J・した、

言雪仏ｺIごご|

二二で⊃

｜



篤５回パソコン教壇を亥施します。今回は年ｉ状作成で

もぜひ印し込み《ｌさり。

ｙｓ聘梁成19年11月邪Ｂ(月)～29日(木)り日脚

　　　乍後６吟勿分一ａ時昶分

Ｖ路催場所会津坂下町中央・坂下公民咎視聴覚室

▼内容年賀状作成

▼対－看町応坏1佳の一麹流人

▼尾員12包(申り込み先着－

▼参加●10卯円(テキスト㈹

ｖ眼込受付11月12B(迦～20e(幻

　　　(十一Ｂは刳寸しません)

　　　午前８時匍分一一午後5萄1翫分

　　　みくだざい。電葛で吻ぞ寸はしませ/叫

▼翻い合わせ先申知鯖�SM脚

囲囲圈囲團・

　　　i･湖研祠lt胴

　　一4･圓

現在、旭球は気温の上阿、Ｓ水のー吼海面水位上昇゛J

'¶皿

とほぼ衝淀さａていｉｙ。

一では、坦邱浬剽じを机－するため、砦球滋泄化に閥・

る知改善及栴l－ﾋ防止活勅を揚蓋７る「フフ（しｉ地球

｜凰・-･ﾋ皿皿�』-皿して1・･･

▼棄込方法フキヌト代を添えて中央公民陀へ巨摂申しｙ描胤儡になる|ごは、

ｌｓ－か皿曾ａ を受偶

し、かつ、レボートを柵出した方の中から隊が委嶺7るこ

とこなります。

　な＆昧細につきましては、7i改乃隅い合わで先、また

IJホームページでご確認《ださい。

▼問い合わせ先

福島県生活袁埋齢庸魂Slli悳グルーブ

iELg24－521-72辱

（E哨alllkal仙向一prlf flku4111Jp

ホームページrふくしまのｰt

Mll//wlprきf fukusils Jp角oz9/

1ては、嘔のホームペー

老臣Ｓ＆

巨巨こla

ｿﾞ扁厠｡,。
Ｃｌａ ●一一l曼ご１９Ｓ．¶●

ａ・１あ・λれて羞；‐lで

　　●１６１壱a
　　　　　＿＿..

ＥＭハ

ケツ

電動式

生ごみ

処理機

生ごみをＥＭ

ボカシ|こよリ

発柳させｎ堆

肥やＥＭ注記

を作るもの

生ごみを処理

Ｉ

1世●11

7

,

;

i

･幽7･　　｜

●幄|ごλれａ ｉｇ轜ｎ

と偏憧でS・li昌唐11こ

釣|こ總●Ｌたコ１．１自

ll爛を６墨色鹿で

ｇ

た費用の２

分の１の額

(咄円来渦

卵舎て)て、

4.500円を

限度

｜鋼入|こ要し

た費用の２

分の１の額

(1帥円米漏

哨拙て)で、

1白.0釦円を

限度

▼詞い合わせ発
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　　　影1午前の部９時～９阿丿分

　　　　午後の邨１時～１時-分

y対象匈眼からl漑までの女性で５度刻みの方
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ｙ会場健康t理センター多目的ホール

ー回-
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　　　な住活保厘世帯の方

　　　偶・喚朗吟社轍塩恥方

　　　　※②・ａについて|ふ証琳讐の提示ｶ
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　端島９●局贋金宜TELOZ4－55－gQI

Ｖ・映平成19年11月ISB（x）午後７叫～

　河崎から世界への平恥の芦ッセジ

　　ｌ卯映画功喝低|禾釆への・言」（Ｓ分）

Ｖ場所た照寺1箔屋鴛、町９場うら）

▼入場料笙料

Ｖ共麺尹エルノフイリ子ども基金あいコ

　　いのち平和ｉもり隊ばんげ

甲問t噫わせ兜TEL83･277Q〔和即



　面面⑤囲面二
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今大会は、中学生唾名'坂下二中IS名･坂下一中１名)、

・校生６名､一般８名の31名で出場しました、

　この大会への出場を目標|こ1月から匯一

曲と自由拙の練習を碩んできましたが、今

44月、坂下二中にも角唱部か新設された

ので、’合唱団MIRAIはこの大会をもっ

て解散となります。

　この2年間、た（さんの方たちのこ理解

とこ協力をいたたき、有意義に活動するこ

とかてきました。

　本当に而りかとうこざいました。

　
五
浪
美
術
記
包
鴬
で
は
今
回
、
一
扇
欣
土
氏
に

よ
る
『
浮
世
絵
』
を
展
ふ
し
ま
す
。

　
涙
雨
氏
は
会
津
坂
下
町
出
身
の
現
代
浮
世
絵
画
家

で
、
数
少
な
い
女
流
浮
世
絵
画
家
の
一
人
で
わ
あ

り
、
国
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
に
『
浮
世
絵
』
と
い
え
は
、
木
版
画
に
よ
る

浮
世
綸
版
一
が
河
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
肉
至
で
描
か

れ
た
肉
筆
浮
世
絵
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
活
画
と

は
遥
っ
た
魅
力
が
尽
り
ま
す
。

　
渓
斎
氏
の
描
く
浮
世
玲
は
す
ぺ
て
肉
筆
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。
細
部
に
わ
た
る
繊
細
な
筆
使
い
と
差
麗

な
色
彩
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
優
美
で
あ
た
た
か
み
あ

『
か
れ
る
浮
世
始
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

飛翔で行われた全日本名唱コンクール東北瓦部

大会（一般の部）でも銀賞に輝き、高い評価を

碍ました、

｢歳暮の深Ｓ｣
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口
唇
裏
屋
□
匯
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五
浪
茉
術
Ｉ
窓
朗
含
画
匪

　
「
渓
斎
欣
士
浮
世
絵
展
」
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麗
な
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で
鳩
柚
か
織
り
成
Ｔ
間
催
中
！
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開
催
剛
間

　
平
成
扮
深
刻
月
３
Ｓ
（
呪
）
～
腿
月
μ
日
（
月
）

　
４
期
間
中
の
土
一
日
・
祝
日
の
み

　
庫
平
日
に
観
覧
を
希
堅
す
る
場
合
は
、
事
一
則
に

　
　
文
化
振
興
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
観
覧
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１
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６
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冷
（
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知
名
以
上
の
同
体
料
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毎
週
土
曜
９
は
小
・
中
『
高
校
生
無
料

●
間
駝
時
間

　
午
前
９
時
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午
後
４
時
刃
分

　
＊
入
館
は
午
後
４
時
ま
で



　
自
鴛
し
て
い
な
く
て
も
、
心
が

痙
れ
『
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
不
足

気
啄
に
な
っ
て
く
る
と
、
人
の
言

葉
か
い
つ
も
の
よ
う
に
受
け
流
せ

な
く
な
っ
た
り
、
寝
て
も
寝
て
も

疲
労
悪
か
と
れ
な
か
っ
た
り
、
ぐ

っ
す
り
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
。

様
々
な
と
こ
ろ
に
変
化
か
表
れ
て

き
ま
す
。

　
こ
の
Ｉ
化
こ
そ
あ
な
た
の
む

か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
。
り
か
元

気
な
時
久
疲
れ
て
い
る
吟
と
で

は
、
違
う
ほ
ん
の
少
し
の
変
化
に

気
づ
き
、
『
心
の
疲
れ
』
に
敏
感

に
な
り
ま
し
ょ
う
、

漸漸回国国
　
心
か
ら
の
サ
イ
ン
に

　
耳
を
傾
け
て
Ｉ
。

　
い
つ
も
同
じ
靴
で
た
。
だ
一
生
懸

命
に
歩
い
て
い
る
と
、
靴
の
底
か

す
り
減
っ
て
き
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
、
い
つ
も
同
じ
脳
の
一
部
ば
か

り
を
働
か
せ
、
毎
日
同
じ
頑
張
り

だ
け
を
続
け
て
い
る
と
、
心
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
す
り
減
っ
て
く
る
こ

と
を
、
ご
押
知
で
す
か
？

元気回復のために生活の中でひと工夫

○アロマオイILてyﾏ・←ジ

リラククスや温め効果のある精油

をホホバオイルに剔尚加えて、こっ

た肩や・を、みぞおちからお夏を

マ〃サージ。気分も体もほぐれて

心地よ（眼れるようになります、
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○身Q個11Q4Wこ辱を嗜や喀

赤は心を元気にし、やる慨を琴|き出し

てくれる色です、

暮らしの小物を赤にしてみると、無意

よ瓢こここ

、

ゴごこゴご

ぷ:にrj:;こ

てみてください、

でも､暗い空問での居眠りや歓

rご:レ

iレ｡

ださいね|　　言下

恚
・
缶
こ
習
催

　
　
あ
な
た
の
心

　○醤へliく

休日に公国や身近な

星山を歩いてみまし

ょう

森林の中では血圧が

安定し、ストレスホ

ルモyき1･少します。

　　‘ら､、

　yjiy゛

岬蜂ダ

ノ/ゝ心八八
－　か

　　　　○腎骨奄僻丿嫁

朝回覚めたら、匙き上がる前|ご同手同足をぐ一んと

神ばし、背骨膏刺激。次に右足のつま光から左手の

先までを１本の紐のように、ゆワくり伸ばします、

今度は反割に左足の先から右･ylり:ﾗ翌翌

礁i
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Ｌｌｃ･ｌＬｊｌ．ゴｌ働|ご檜ててＬ●ｌａ．憧

鐘も●－、零'UI

まさかと恩うかもしれませ

んか、気持ちの切讐えにい

い方法です。

　・---一

葦花は自分の気袴ちに応えてくれる大切な

存在です。一生懸命子をかければ、きれい

に嘆き、元気に育ちます。そんな植物との

対話が家れた心を癒

し、日常の緊張をや

わらげてくれます。

だ
い
じ
ょ
う
ぷ
？
・

１

す
り
減
り
ぎ
み
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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き畠．垢下』!1常一へ｜

考日ｌとんな●Ｌいごとが翻al'なｉ

ｉ校合同の授菓も、緊張しな《

なって老友なi＼

うま《カードか合わせられたかな

もうすっかり仲良しです。

　
川
西
、
八
幡
、
肺
門
の
各
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
は
、
学
校
紀
合
を
来
年
に
控
馬
霞
下
山

学
校
で
ａ
校
合
同
授
缶
を
行
一
つ
な
ど
、
交
流
が

遭
ん
で
い
ま
す
。

　
旬
月
旬
日
に
は
来
年
か
り
実
際
に
利
用
す
る

路
線
バ
ス
を
使
い
、
坂
下
小
学
校
へ
の
通
学
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
様
子
Ｓ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

通
圃
一
通
学
。
に
利
用
す
る

ハ
ス
等
に
っ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

白

塞●か６・Ｓバ２遭●．

まだI包よ・と累憧箆'ljと．１１･廿で！

通
学
体
験
を
し
ま
し
た
！
・

シ
リ
ー
ズ
学
校
統
合
③

；　万万潜ﾉ証脂宍］
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